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に
よ
る
組
織
機
構
の
見
直
し
と

職
員
配
置
を
図
る
必
要
が
あ
る

と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

　

ま
た
、
中
期
財
政
試
算
で
平

成　

年
度
の
行
財
政
改
革
の
目

１８
標
額
を　

億
２
７
０
０
万
円
と

１１

し
て
い
た
が
、
今
回
の
予
算
編

成
で
達
成
で
き
た
の
か
。

　

今
後
の
組
織
機
構
の

あ
り
方
等
に
つ
い
て
は
、

効
率
的
で
柔
軟
な
組
織
機
構
の

構
築
や
職
員
配
置
を
行
う
と
と

も
に
、
職
務
や
職
責
等
を
含
め

た
総
体
的
な
見
直
し
を
図
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
行
財
政
対
策
の
効
果

額
は
、　

億
５
千
万
円
と
目
標

１３

を
上
回
る
効
果
を
あ
げ
た
が
、

今
後
も
厳
し
い
財
政
状
況
が
続

く
こ
と
か
ら
、
健
全
な
財
政
運

営
に
努
力
し
て
い
き
た
い
。

　
　
　
　

（
答
弁
者　

市
長
）

　

近
年
、
東
ア
ジ
ア
か

ら
の
チ
ャ
ー
タ
ー
便
増

加
に
伴
い
、
当
市
を
訪
れ
る
外

国
人
観
光
客
が
増
加
し
て
い
る

一
方
で
、
国
内
観
光
客
は
減
少

傾
向
に
あ
る
が
、
今
後
の
対
応

策
を
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
ソ
ウ
ル
と
の
国
際
定

期
路
線
の
就
航
に
伴
い
、
今
後
、

観
光
面
で
ど
の
よ
う
な
取
り
組

　

行
財
政
改
革
の
推
進

に
伴
い
、
限
ら
れ
た
職

員
数
で
効
率
的
な
行
政
運
営
を

し
て
い
く
た
め
、
柔
軟
な
発
想
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み
を
進
め
て
い
く
の
か
。

　

国
内
観
光
客
増
加
へ

の
対
応
策
と
し
て
は
、

関
係
団
体
等
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
、
山
手
線
で
の
Ｐ
Ｒ
等

を
通
じ
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
強
化
に
努
め
た
い
。

　

ま
た
、
韓
国
と
の
観
光
を
促

進
す
る
う
え
で
国
際
定
期
航
空

路
は
重
要
で
あ
り
、
観
光
プ
ロ

モ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
、
函
館
側

か
ら
の
安
定
的
な
利
用
客
の
確

保
の
た
め
、
関
係
団
体
等
と
連

携
し
、
魅
力
あ
る
ツ
ア
ー
商
品

の
企
画
等
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
　
　

（
答
弁
者　

市
長
）
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函館空港函館空港　

　

急
速
な
少
子
高
齢
化

の
進
行
に
よ
り
、
生
産

年
齢
人
口
が
減
少
し
、
国
民
生

活
に
深
刻
な
影
響
を
も
た
ら
す

と
懸
念
さ
れ
る
が
、
年
金
、
医

療
、
介
護
な
ど
社
会
保
障
費
に

ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
る
と
考

え
、
市
と
し
て
ど
う
取
り
組
ん

で
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
医
療
費
の
抑
制
の
た

め
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

使
用
を
促
進
で
き
な
い
か
。
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少
子
高
齢
化
に
よ
り

社
会
保
障
給
付
費
や
現

役
世
代
の
負
担
が
増
大
す
る
が
、

次
世
代
育
成
支
援
対
策
に
地
域

社
会
全
体
で
取
り
組
み
、
子
ど

も
を
産
み
育
て
る
環
境
を
整
備

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会

の
実
現
を
目
指
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
が
理
解
さ
れ
、
普
及
す
る
こ

と
は
、
医
療
費
の
低
減
に
つ
な

が
る
こ
と
か
ら
、
普
及
に
向
け

た
市
民
へ
の
周
知
を
図
り
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）

　

政
府
は
１
月
に
大
規

模
地
震
に
備
え
、
建
築

物
の
耐
震
診
断
お
よ
び
耐
震
改

修
の
促
進
を
図
る
た
め
の
基
本

方
針
を
示
し
た
が
、
本
市
に
は
、

耐
震
設
計
基
準
が
定
め
ら
れ
た

昭
和　

年
以
前
に
建
て
ら
れ
た

５６

住
宅
は
ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

　

ま
た
、
木
造
住
宅
の
耐
震
化

を
促
進
す
る
総
合
的
な
施
策
を

盛
り
込
ん
だ
条
例
を
創
設
す
べ

き
で
は
な
い
か
。

　

市
内
に
は
、
昭
和　
５６

年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
は
、
平
成　

年
現
在
で
全

１５

住
宅
戸
数
の
約　

％
に
あ
た
る

４０

約
４
万
４
千
戸
あ
り
、
こ
れ
ま

で
耐
震
化
促
進
の
た
め
、
出
前

講
座
や
融
資
あ
っ
せ
ん
等
を
行

っ
て
き
た
が
、
今
後
も
相
談
窓

口
の
Ｐ
Ｒ
な
ど
、
細
か
な
対
応

に
努
め
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
条
例
の
創
設
に
つ
い

て
は
、
今
後
、
調
査
・
研
究
し

て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）
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市立函館病院受付市立函館病院受付　

　

子
供
を
産
み
育
て
や

す
い
環
境
づ
く
り
は
、

最
優
先
課
題
と
し
て
取
り
組
む

必
要
が
あ
る
が
、
学
童
保
育
に

関
す
る
市
の
対
応
は
不
十
分
と

� ● ●

は こ だ て 市 議 会 だ よ り 平成 １８ 年５月１ 日発行　

�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	

考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、
充
実

の
た
め
の
基
本
的
な
施
策
等
に

つ
い
て
伺
い
た
い
。

　

ま
た
、
子
育
て
分
野
の
連
携

協
力
と
円
滑
な
事
業
の
推
進
を

図
る
た
め
、
保
育
所
や
学
童
保

育
所
等
の
関
係
者
に
よ
る
協
議

機
関
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

学
童
保
育
の
推
進
に

つ
い
て
は
、
空
白
校
区

の
解
消
等
に
取
り
組
ん
で
お
り
、

今
後
も
、
施
設
の
設
置
基
準
の

策
定
な
ど
事
業
の
一
層
の
充
実

に
向
け
取
り
組
み
を
進
め
た
い
。

　

ま
た
、
利
用
者
の
多
様
な

ニ
ー
ズ
に
応
え
て
い
く
た
め
に

も
、
保
育
所
等
の
関
係
者
に
よ

る
教
育
・
保
育
内
容
や
施
設
の

あ
り
方
な
ど
を
協
議
す
る
場
の

設
置
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）

　

冬
期
間
は
、
観
光
産

業
や
建
設
業
を
中
心
に

地
域
の
雇
用
や
経
済
活
動
が
低

下
す
る
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
国
の
「
冬
期
雇
用

援
護
制
度
」
が
廃
止
の
方
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
冬
期
の
雇

用
・
経
済
活
動
に
つ
い
て
、
冬

期
間
を
欠
点
と
と
ら
え
ず
に
発

想
の
転
換
を
し
て
、
抜
本
的
な

対
策
を
講
じ
る
必
要
が
あ
る
と
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考
え
る
が
い
か
が
か
。　

　

積
雪
寒
冷
な
冬
場
の

気
象
条
件
や
公
共
事
業

の
減
少
な
ど
に
よ
り
、
地
域
の

雇
用
状
況
は
厳
し
い
も
の
が
あ

る
が
、
こ
れ
ま
で
も
冬
期
間
に

お
け
る
観
光
客
の
誘
致
や
清
掃

事
業
等
の
発
注
な
ど
、
冬
場
の

雇
用
確
保
に
努
め
て
き
た
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

今
後
は
、
道
や
関
係
団
体
等

と
連
携
を
図
り
、
地
域
経
済
の

活
性
化
に
努
め
、
冬
期
の
雇
用

拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

　
　
　
　

（
答
弁
者　

市
長
）
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地
場
企
業
や
地
域
経

済
の
発
展
の
た
め
に
は
、

海
外
も
視
野
に
入
れ
た
販
路
の

拡
大
が
重
要
だ
が
、
道
南
企
業

の
販
路
拡
大
は
な
か
な
か
進
ま

な
い
実
態
に
あ
る
。

　

今
後
、
輸
出
を
促
進
す
る
た

め
に
は
、
民
間
も
含
め
た
地
域

全
体
の
取
り
組
み
が
必
要
で
あ

り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を

立
ち
上
げ
て
取
り
組
む
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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近
隣
諸
国
と
の
経
済

交
流
は
地
場
産
業
の
活

性
化
を
図
る
上
で
重
要
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
ロ
シ
ア
で
の
ビ
ジ

ネ
ス
マ
ッ
チ
ン
グ
や
中
国
で
の

市
場
調
査
を
実
施
し
た
ほ
か
、

国
際
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、

サ
ハ
リ
ン
と
の
貿
易
で
一
定
の

成
果
を
あ
げ
て
き
た
が
、
今
後

も
一
層
の
貿
易
振
興
を
図
る
た

め
、
情
報
収
集
に
努
め
る
ほ
か
、

同
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
な
が
ら

取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

市
長
）

　

文
化
芸
術
振
興
条
例

に
つ
い
て
は
、
所
管
委

員
会
で
の
議
論
を
踏
ま
え
、
基

本
方
針
が
策
定
さ
れ
、
そ
の
中

に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
事
業
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス

な
ど
の
新
た
な
事
業
が
盛
り
込

ま
れ
て
お
り
、
今
後
の
取
り
組

み
に
期
待
が
持
て
る
内
容
で
あ

る
が
、
制
定
初
年
度
と
な
る
平

成　

年
度
に
は
ど
の
よ
う
な
事

１８
業
展
開
を
考
え
て
い
る
の
か
。

　

平
成　

年
度
に
は
、

１８

文
化
芸
術
に
対
す
る
意

識
の
高
揚
や
、
条
例
の
周
知
を

図
る
た
め
記
念
フ
ォ
ー
ラ
ム
の

開
催
を
予
定
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
策
展
開
の
基
盤
と

な
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
作
成
や

他
都
市
で
行
わ
れ
て
い
る
先
駆

的
取
り
組
み
に
つ
い
て
の
調
査

研
究
、
芸
術
を
志
す
青
少
年
や

伝
統
芸
能
の
継
承
者
等
の
人
材

育
成
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

（
答
弁
者　

教
育
長
）
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